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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
日本脈管学会は 1960 年に設立総会が開催され発足いたしました．設立趣意書には「脈管系の研究は

解剖学・生理学・薬理学・病理学・内科学・外科学・皮膚科学・整形外科学・その他の分野ごとに行わ
れ，各研究者間の連絡はほとんどない現状であり、またその研究成績はそれぞれの学会機関誌に発表さ
れ，どの研究者も脈管学全般の進歩を通観することが甚だ困難である．これでは個々の研究は他の研究
部門の現状を知らないで独走し，独善に陥る危険がある．このような状態を憂える臨床医学，基礎医学
両方面の脈管学研究者が互いに密接に接触して研究の進歩を計ろうというのが学会設立の趣旨であ
る。」と述べられています。 
 この設立の趣旨を現在も継承し、内科学、放射線科、外科学、基礎医学などそれぞれ分野が違う若手
研究者から専門医までが一堂に介して議論する、横断的な学会として重要な意味があると思われます。 
 また、近年脈管疾患が注目されるようになってきましたが、疾患及び疾患背景が多領域に渡るため、
脈管疾患に苦しむ多くの患者が安心して医療をうけることができる環境が未だ整っていません。その
環境整備の一環として、日本脈管学会は脈管学の知識を横断的に共有し専門的立場から脈管診療に従
事する医師を育成する日本脈管学会認定脈管専門医制度を確立しました。2009 年から専門医試験を施
行しており、現在（2024 年 5月現在）までに 1427 人の脈管専門医を輩出しています。 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
国際脈管学会 International Union of Angiology （IUA）そして国際脈管学会 International Union of 

Angiology （IUA）Asian Chapter として交流を行っている。 
本年 2024 年 6 月にポルトガルのポルトで開催された国際脈管学会 International Union of Angiology 
（IUA）のジャパンセッションに参加し、日本脈管学会推薦の 4人の日本人の演者が講演を行ないまし
た。また 2021 年には札幌で国際脈管学会 International Union of Angiology （IUA）Asian Chapter を
開催し、アジアそして世界の脈管学会会員との交流を深めています。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

近年脈管疾患が注目されるようになってきましたが、疾患及び疾患背景が多領域に渡るため、脈管疾
患に苦しむ多くの患者が安心して医療をうけることができる環境が未だ整っていません。その環境整
備の一環として、日本脈管学会は脈管学の知識を横断的に共有し専門的立場から脈管診療に従事する
医師を育成する日本脈管学会認定脈管専門医制度を確立しました。2009 年から専門医試験を施行して
おり、現在（2024年 5 月現在）までに 1427人の脈管専門医を輩出しています。 
また、総会で優秀演題の表彰 Japanese College of Angiology Award（JCAA）に加えて、2022度からは
若手研究者を表彰する目的の“高安右人賞”を設立し、若手研究者の登竜門になるように育てていかなけ
ればならないと考えています。 



ｄ.学会運営上留意している点 

本学会の設立当時からの目的である、基礎系の研究者、そして循環器、放射線科、外科など様々な研
究者が一堂に会して脈管学研究の発展に寄与できるような学会へと益々発展するように努力していま
す。そのためにそれぞれの分野から評議員や理事を選出し、学会長も外科系、内科系、放射線科系、基
礎系の理事から順番に公平に選出するように心がけています。 

Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
脈管学会の学術委員会が企画する学術委員会企画シンポジウムが毎年の総会で開催されています。

その内容は内科、外科、放射線科、基礎の分科会との横断的なトピックとなります。 
以下に第 65 回総会（2024 年）と第 66回総会（2025年）の企画を掲載します。 
１）第 65 回総会学術委員会企画シンポジウム（2024 年） 
①組織治癒促進用材料の適応と現況、②細胞・臓器間炎症ネットワークから捉えた循環器病の病態解
明、③残存心血管リスクを軽減するための潜在ターゲット、④心不全における血管（内皮）障害の関与、
⑤微小血管障害の臨床評価 
２）第 66 回総会学術委員会シンポジウムに（2025 年） 
①動脈硬化の発症における Lp (a)の役割、②抗凝固薬療法の選択 
③CTEPH に対する PEA と BPA、薬物療法の位置づけ、④川崎病 
⑤深部静脈血栓治療の新展開 

 


